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主
張]

 

宮
内
庁
の
西
村
泰
彦
長
官
は
先
月
二
十
四
日

の
定
例
記
者
会
見
の
席
上
、
記
者
か
ら
五
輪
開
会
式
が

近
づ
く
な
か
関
係
機
関
と
の
調
整
の
状
況
を
問
わ
れ
、

「
天
皇
陛
下
は
、
現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
を
大
変
ご
心
配
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
国

民
の
間
に
不
安
の
声
が
あ
る
中
で
、
ご
自
身
が
名
誉
総

裁
を
お
務
め
に
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
感
染
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
か
、
ご
懸
念

さ
れ
て
い
る
、
ご
心
配
で
あ
る
と
拝
察
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。 

          

  

  

 

  

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
五
輪
開
催
に
国
民
の
不
安
は
高
ま
り
、

多
く
の
専
門
家
も
五
輪
開
催
に
よ
る
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
を
危
惧
す
る
な
か
、「
拝
察
」
の
形
式
を
も
っ
て
の
天

皇
陛
下
の
「
ご
懸
念
」
の
思
し
召
し
は
、
か
た
じ
け
な

く
も
民
を
慈
し
む
聖
慮
で
あ
る
と
と
も
に
、
科
学
的
知

見
に
基
づ
い
た
き
わ
め
て
正
確
な
も
の
で
あ
り
、
至
極

ま
っ
と
う
で
当
然
の
も
の
で
あ
る
。 

五
輪
開
催
に
よ
り
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
天
皇
陛
下
は
ど
れ
ほ
ど
お
悲
し
み
に

な
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

                

  

ま
た
、
こ
と
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。 

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
今
年
五

月
に
島
根
で
開
催
さ
れ
た
四
大
行
幸
啓
の
一
つ
で
あ
る

全
国
植
樹
祭
に
リ
モ
ー
ト
で
ご
出
席
さ
れ
た
。
通
例
、

五
輪
開
会
式
は
天
皇
陛
下
が
ご
出
席
さ
れ
、
開
会
宣
言

を
お
述
べ
に
な
る
が
（
西
村
長
官
へ
の
記
者
の
質
問
も

直
接
的
に
は
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る
）
、
開
会
式
へ
の

ご
出
席
の
次
第
に
よ
っ
て
は
、
他
の
象
徴
的
行
為
と
の

整
合
性
が
と
れ
な
く
な
る
。 

た
だ
で
さ
え
開
催
中
止
の
声
が
多
数
を
占
め
る
五
輪 

 

１部 １０００円 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
五
輪
中
止 

最
後
の
決
断
を
（
木
川
智
）
…
１
／
【
連
載
】
児
玉

誉
士
夫
を
君
知
る
や-

６-

（
木
川
智
）
…
４
／
那
覇
市
議
選
の
す
す
め
〔
下
〕
（
仲
村
之

菊
…
６
／
花
瑛
塾
令
和
三
年
五
月
・
六
月
活
動
報
告
…
７
／
【
連
載
】
記
録
沖
縄
戦
⑮
（
沖

縄
戦
史
研
究
会
「
棒
兵
隊
」
）
…
１
４
／
【
談
話
室
】
「
表
現
の
不
自
由
展
か
ん
さ
い
」
の

展
示
を
め
ぐ
る
府
立
施
設
の
利
用
承
認
取
消
し
に
つ
い
て
…
１
７
／
【
連
載
】
葦
津
珍
彦

と
神
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
１
６
（
鎌
倉
佐
助
）
…
１
８
／
編
集
後
記
…
２
０ 

神
苑
の
決
意 

 

木 

川 

智 
 

平和と独立を求める 

民衆の「決意」を伝える

神道ジャーナリズム誌 

五
輪
中
止 

最
後
の
決
断
を 

天
皇
陛
下
の
ご
懸
念
を
承
り
、
国
民
に
よ
る
民
主
的
な
意
思
決
定
を
下
そ
う 


